
安全データシート(SDS)

トップザイム
®
D-300 除菌プラス

No.22702

作成日 ： 2021年01月19日
改訂日 ： 2024年04月01日

１．化学品及び会社情報
化学品の名称 ： トップザイム®D-300 除菌プラス

供給者の会社名称、住所及び電話番号

会社名称 ： アムテック株式会社

住所 ： 大阪市西区江戸堀1丁目27番9号

電話番号 ： 06-6447-6555

担当部門 ： 事業統括部

２．危険有害性の要約
化学品のGHS分類

物理化学的危険性 ： 非該当

健康に対する有害性

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

： 区分 ２A

皮膚感作性 ： 区分１

呼吸器感作性 ： 区分１

発がん性 ： 区分１A

生殖毒性 ： 区分１A

特定標的臓器毒性（反復暴露）

： 区分２（呼吸器、肝臓）

環境に対する有害性

水性環境有害性 短期 ： 区分 ３

水性環境有害性 長期 ： 区分 ３

GHSラベル要素

絵表示又はシンボル ：

注意喚起語 ： 危険

危険有害性情報 ： アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ

強い眼刺激

吸入するとアレルギー、喘息又は呼吸困難を起こすおそれ

発がんのおそれ

生殖能又は胎児への悪影響のおそれ

長期にわたる又は反復ばく露による呼吸器、肝臓の障害の

おそれ

長期継続的影響によって水生生物に有害

注意書き

安全対策 ： 使用前に取扱説明書を入手すること。

保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面を着用すること。

応急措置 ： ばく露またはばく露の懸念がある場合は医師の診断を

受けること。

保管 ： 高温・直射日光を避けて室温で保管すること。

３．組成及び成分情報
化学物質・混合物の区別 ： 混合物

化学名又は一般名 ： 酵素系洗浄剤

成分及び濃度又は濃度範囲 ：
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タンパク質分解酵素（サチライシン）

金属腐食防止剤

酵素安定化剤

除菌剤（第四級アンモニウム塩）

トリエタノールアミン

エタノール

４．応急措置
吸入した場合 ： 空気の新鮮な場所に移し、呼吸し易い姿勢で休息してください。

異常がある場合は医師の診断を受けてください。

皮膚に付着した場合 ： 直ちに水で洗い流してください。異常がある場合は医師の診断を

受けてください。

眼に入った場合 ： 直ちに水で15分間以上洗い（コンタクトレンズ着用時は容易に外

せる場合は外す）医師の診断を受けてください。

飲み込んだ場合 ： 無理に吐かせず、速やかに医師の診断を受けてください。

５．火災時の措置
適切な消火剤 ： 水、泡（耐アルコール型）、二酸化炭素、粉末

使ってはならない消火剤 ： 情報なし

６．漏出時の措置
人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置

： 個人防護具を着用すること。

安全取扱注意事項、個人防護具の勧告に従うこと。

環境に対する注意事項 ： 環境への排出は避けること。

安全な場合、更なる漏出や流出を防ぐこと。

広範囲に拡大することを防ぐこと。

封じ込め及び浄化方法及び機材 ： 不活性吸収材で吸い取ること。

多量の流出から製品を保護するために防護堤や他の適切な

封じ込め策を講じること。流出した製品の残渣は適切な吸

収材で掃除すること。

製品及び掃除に使用した物品の排出、廃棄は条例や法律を

遵守すること。

７．取扱い及び保管上の注意
取扱い

技術的対策 ： ８．ばく露防止及び保護措置を参照

安全取扱注意事項 ： 皮膚や衣類に付着させないこと。

飲み込まないこと。

眼に入れないこと。

容器は密栓すること。

流出、ゴミ、環境への排出を最小限に抑えることに注意す

ること。

作業場の近くに洗眼器や緊急用シャワーを設置すること。

取り扱い中は飲食や喫煙をしないこと。

汚染された衣類は再使用前に洗濯すること。

非公開

CAS No.

0-10 対象外 公表 9014-1-1

化審法 安衛法

非公開

0-10 2-308 公表

成分
含有率
(%)

官報公示整理番号

非公開 非公開 非公開

非公開 非公開 非公開 非公開

64-17-5

非公開

102-71-6

公表0-10 2-202

非公開 非公開
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保管

安全な保管条件 ： 高温・直射日光を避けて室温で保管すること。

密栓すること。

安全な容器包装材料 ： 製品使用容器に準ずる。

８．ばく露防止及び保護措置
管理濃度

安衛法 ：

許容濃度

日本産業衛生学会 ： 設定されていない

ACGIH ：

タンパク質分解酵素（サチライシン）

トリエタノールアミン

エタノール

設備対策 ： 作業場の近くに洗眼器や緊急用シャワーを設置すること。

保護具

呼吸用保護具 ： 適切な呼吸用保護具

手の保護具 ： 不浸透性の保護手袋

眼、顔面の保護具 ： 安全ゴーグルもしくは顔面シールド

皮膚及び身体の保護具 ： 不浸透性の保護衣

９．物理的及び化学的性質
物理状態 ： 液体

色 ： 青色透明

臭い ： 特有臭気

融点／凝固点 ： データなし

沸点又は初留点及び沸点範囲 ： データなし

可燃性 ： データなし

爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界

： データなし

引火点 ： データなし

自然発火点 ： データなし

分解温度 ： データなし

ｐＨ ： 7.8（25℃）

動粘性率 ： データなし

溶解度 ： 水に可溶

蒸気圧 ： データなし

相対密度（比重） ： 1.08（25℃）

相対ガス密度 ： データなし

粒子特性 ： データなし

１０．安定性及び反応性
反応性 ： データなし

成分 TWA Ceiling 備考

1000 ppm - 2013

- 0.00006 mg/m3 2020

5 mg/m3 - 2017

成分 八時間濃度基準値 短時間濃度基準値

ほう酸及びそのナトリウム塩（四ほう酸ナトリウ
ム十水和物（別名ホウ砂）に限る。）

ホウ素として 0.1

mg/m3

ホウ素として 0.75

mg/m3
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化学的安定性 ： 通常条件下で安定

危険有害反応可能性 ： 自己反応性なし、水との反応性なし

避けるべき条件 ： データなし

混触危険物質 ： データなし

危険有害な分解生成物 ： データなし

１１．有害性情報

混合物としての有害性情報がないため、原料の有害性情報及び含有率からGHS分類を実施した。

下記に配合成分の有害性情報を示す。

エタノール

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

： 区分２B 

発がん性 ： 区分１A

生殖毒性 ： 区分１A

特定標的臓器毒性（反復ばく露）

： 区分１（肝臓）

： 区分２（中枢神経系）

トリエタノールアミン

皮膚腐食性／刺激性 ： 区分２

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

： 区分２A

皮膚感作性 ： 区分１

１２．環境影響情報
生態毒性 ： データなし

残留性・分解性 ： データなし

生態蓄積性 ： データなし

土壌中の移動性 ： データなし

オゾン層への有害性 ： データなし

１３．廃棄上の注意
化学品 ： 都道府県知事の許可を得た廃棄物処理業者に委託処理すること。
汚染容器及び包装 ： 空の汚染容器を廃棄する場合、内容物を完全に除去した後に

都道府県知事の許可を得た廃棄物処理業者に委託処理すること。

１４．輸送上の注意
国際規制 ： 非該当

国内規制

海上規制 ： 船舶安全法の規定に従う。

航空規制 ： 航空法の規定に従う。

陸上規制 ： 労働安全衛生法等の規定に従う。

輸送の特定の安全対策及び条件

： 直射日光を避け、容器の破損等のないように積載し、荷崩れ防止を

確実に行うこと。

１５．適用法令
化学物質排出把握管理促進法 ： 非該当
労働安全衛生法 ： 名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第57条）

4 / 5



安全データシート(SDS)

トップザイム
®
D-300 除菌プラス

No.22702

作成日 ： 2021年01月19日
改訂日 ： 2024年04月01日

61号 エタノール
381号　トリエタノールアミン

名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第57条の2）
61号 エタノール
186号　サチライシン（タンパク質分解酵素）
381号 トリエタノールアミン

皮膚刺激性有害物質（法第594条の2）
トリエタノールアミン
サチライシン

毒物及び劇物取締法 ： 非該当
消防法 ： 非該当

１６．その他の情報
記載内容の取扱いについて ： 本安全データシート（SDS）は、現時点で入手できる最新の資料、

データに基づいて作成しており、新しい知見により改訂されることが

あります。また、注意事項は通常の取扱いを対象としたものです。

製品使用者が特殊な取扱いをされる場合は用途、使用法に適した

安全対策を実施の上、製品を使用してください。

譲渡・提供する相手方の事業者から求めがあるときには、成分の

含有量に係る秘密が保全されることを条件に、当該相手方の事業場

におけるリスクアセスメントの実施に必要な範囲内において、

当該物の成分の含有量のより詳細な内容を通知致します。

また、当社は記載内容について十分注意を払っていますが、その

内容を保証するものではありません。

5 / 5


